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生育環境によるタンポポの 14c濃度変化
Theヽ「ariation of 14c conCentrations in Dandehon Depending
on the Gro耶五ng Environment
Ⅲ生otoshige DATE*and Takeshi W【uRANAKAキ*
Abstract
If a plant is exposed to the exhaust gas of a car,which does nOt include 14c,the concentration of 14c in the plant
may dechne to some extent
ヽヽ「e investigated 14c conCentrations in the leaves of Dandelion gro、ユ、アing in some locations ttrhere tramc circunl
stances are dither from one another and conirmed that 14c conCentrations of Dandelion corresponded to the local
tramc conditions_
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1.はじめ に
我々は以前から環境水中のトリチウムや 14cについて
調査研究を行っている。とくに14cについては,青森県内
で発掘された遺物の年代測定10,環境植物試料の14c濃
度測定4)を行ってきた。また,14c濃度測定のための化学
処理の改良0,工程の改善なども行っている0。
14cは年代測定の分野だけに利用されるのではなく,
物質循環のトレーサーとしても利用されている70。植物
は大気中の二酸化炭素を光合成により取り入れ,炭素を
栄養素として生育している。このため大気中の14c濃度
が変化すれば,植物中の14c濃度にも変化が表れるはず
である。生育環境と植物中の14c濃度に相関が見られれ
ば,新たな環境指標として利用できる。
ここでは14c濃度測定のための試料処理と植物試料の
生育環境による14c濃度変化を報告する。
2.原  理
大気を構成するのは,窒素・酸素・二酸化炭素等であ
る。そのなかで二酸化炭素は12c,13c,14cの3つの炭素
同位体で構成されている。14cの生成は宇宙線起源によ
るものなので常に崩壊と生成を繰り返し,大気中には一
定の割合で存在する。ところが,人間の生産活動により
大量に化石燃料を燃焼させることで14cを含 まない
Dead Carbonを含む二酸化戊素(12c02+13c02)が大気
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中に放出され,大気中二酸化炭素中の14c02濃度は減少
する。植物は光合成により二酸化炭素中の炭素を体内に
固定し,エネルギーとして生きているので,大気中の
Dead Carbon濃度の上昇は,植物にとってよりDead
Carbonに触れやすい環境になり,体内に固定するする
炭素も12cと13cが多くなるので,植物中の14cは少な
くなるはずである。図1にこのような大気圏,植物界,人
間界を含む炭素循県について示す。
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図1 大気圏,植物界,人間界の炭素循環
① 中性子 ② 窒素原子と衝突 ③ 中性子と窒素との
核反応により14cに変化 ④ 14c02に酸化 ⑤ 人間の
生産活動による化石燃料消費に伴う14c02を含まない
Dead Carbon(12c02+13c02)の発生 ⑥ 光合成によ
りC02吸収 ⑦ 植物からの02放出 ⑥ 海洋でのC02
交換 ⑨ 化石燃料:14cの半減期は5730年であるため
地底に長い時間埋蔵されている間に“Cは崩壊してし
まう。
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